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次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
内
田　

光
義　

様

　
　

絵
画
一
点
（
題
名
：『
伊
豆
伊
東
港
』

　
　

制
作
者
：
田
村　

武
弘
）

○
浅
見
工
業
株
式
会
社　

様

　

株
式
会
社
武
蔵
野
銀
行　

様

　
　

デ
ジ
タ
イ
マ
柔
道　

１
台

　
　

体
育
祭
退
場
門
横
断
幕　

１
枚

　

詳
し
く
は
蜊
教
育
総
務
課

　

次
の
方
か
ら
寄
附
（
現
金
）
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

上
尾
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

桶
川
地
区　

様

　

詳
し
く
は
蜊
契
約
管
財
課

　

次
の
方
は
、
永
年
に
わ
た
る
学
校
薬
剤

師
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

（
元
桶
川
市
立
桶
川
中
学
校

学
校
薬
剤
師
）

　

詳
し
く
は
蜊
秘
書
広
報
課

　

次
の
方
は
、
永
年
に
わ
た
る
保
護
司
と

し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

（
鴻
巣
地
区
保
護
司
会桶

川
支
部
　
保
護
司
）

　

詳
し
く
は
蜊
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　

次
の
方
は
、
永
年
に
わ
た
る
町
会
活
動

が
認
め
ら
れ
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
末
広
一
丁
目
区
長
）

　

詳
し
く
は
蜊
自
治
文
化
課

　

勤
務
場
所
▼
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ず
み
の
学
園（
川
田
谷
１
９
９
１
―
１
）

　

勤
務
日
時
▼
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時

30
分
～
午
後
２
時
30
分
（
５
時
間
）

※
４
月
か
ら
勤
務
で
き
る
人

　

勤
務
内
容
▼
発
達
の
支
援
が
必
要
な
児

童
の
指
導
な
ど

　

募
集
人
員
▼
若
干
名

　

申
込
資
格
▼
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

　

選
考
方
法
▼
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

　

申
込
み
▼
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ

び
資
格
証
の
写
し
を
、
祝
日
を
除
く
月
～

金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
に
、
直
接
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ず
み
の
学
園
へ
。

※
履
歴
書
は
市
販
の
も
の
で
可

　

詳
し
く
は
蜊
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ず
み
の
学
園
☎
786
―
２
３
０
６
（
祝
日

を
除
く
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）

　

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正
請
求
や
不

正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
本
人
通
知
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
を

「
あ
な
た
の
代
理
人
や
第
三
者
」
に
交
付

し
た
場
合
に
、
そ
の
交
付
の
事
実
を
通
知

す
る
も
の
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場

合
は
、
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

本
人
通
知
制
度
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

不
正
請
求
の
早
期
発
見
、
事
実
関
係
の
早

期
究
明
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

事
前
登
録
の
対
象
者
▼
市
の
住
民
基
本

台
帳
ま
た
は
戸
籍
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

　

登
録
方
法
▼
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
蜊
市
民
課　

高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

総
務
大
臣
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
の

学
園
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

住
民
票
な
ど
の
交
付
に
係
る

本
人
通
知
制
度
の
お
知
ら
せ

法
務
大
臣
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station
２月

増田 榮一さん

野本 信吉さん

大塚 茂さん

【本人通知制度の流れ】

市民課で登録

⬇

代理人などからの交付請求

⬇

登録者へ通知
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平
成
29
年
12
月
25
日
付
け
で
、
監
査
委

員
と
し
て
加
藤
正
志
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
蜊
監
査
委
員
事
務
局

　

平
成
30
年
１
月
１
日
付
け
で
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
池
田
富

至
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
蜊
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会

　

湯
浅
哲
朗
さ
ん
の
退
任
（
任
期
満
了
）

に
伴
い
、
平
成
29
年
12
月
27
日
付
け
で
、

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
秋
山
節
子
さ
ん

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
蜊
教
育
総
務
課

　

と
き
▼
２
月
27
日
㈫
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
３
月
23
日

㈮
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
教
育
総
務
課

　

と
き
▼
２
月
２
日
㈮
午
後
１
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
学
校
支
援
課

　

と
き
▼
２
月
16
日
㈮
午
後
１
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
301

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
学
校
支
援
課
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教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
中
学
校
に

児
童
・
生
徒
が
在
学
し
て
い
る
保
護
者
で
、

給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど
学
校
へ
の
納
付

金
で
困
っ
て
い
る
人
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

援
助
対
象
者
▼
審
査
に
よ
り
教
育
委
員

会
が
必
要
と
認
め
た
世
帯

　

申
請
手
続
▼
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
所
得
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
を
添

え
て
、
学
校
ま
た
は
学
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
各
学
校
、
学
務

課
窓
口
で
配
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
随
時
受
付

　
詳
し
く
は
蜊
学
務
課

　

里
親
制
度
に
関
心
が
あ
る
人
を
対
象
に

里
親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
「
興
味

は
あ
る
け
ど
よ
く
分
か
ら
な
い
」
「
自
分

に
で
き
る
か
心
配
…
」
そ
ん
な
疑
問
や
不

安
に
対
し
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

と
き
▼
２
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

４
時　

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
中
央
児
童
相
談
所　

（
上
尾
市
上
尾
村
１
２
４
２
―
１
）

　

内
容
▼
里
親
制
度
の
概
要
説
明
、
里
親

の
養
育
体
験
談
、
質
疑
応
答
な
ど

　

申
込
み
▼
２
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
埼
玉
県
中
央
児
童
相
談
所
へ
。

※
先
着
50
人
ま
で
。

　

問
合
せ
蜊
埼
玉
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
775
―
４
１
５
２

○
第
３
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
「
物
資

選
定
部
会
」

　

と
き
▼
２
月
６
日
㈫
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

○
第
４
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会

　

と
き
▼
２
月
20
日
㈫
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
川
田
谷
公
民
館

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
桶
川
市
学
校
給
食
運
営
委

員
会
事
務
局
（
学
校
支
援
課
）

　

と
き
▼
２
月
21
日
㈬
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
５
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、
３
月
22

日
㈭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
農
業
委
員
会
事
務
局

就
学
援
助
費
を
支
給
し
ま
す

里
親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す

第
２
回
農
業
委
員
会
総
会

の
お
知
ら
せ

監
査
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
が

再
任
さ
れ
ま
し
た

教
育
委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

教
育
委
員
会
第
２
回
定
例
会

の
お
知
ら
せ

第
３
回
い
じ
め
対
策
委
員
会

公
開
の
お
知
ら
せ

第
２
回
い
じ
め
防
止
連
絡
協
議
会

公
開
の
お
知
ら
せ

学
校
給
食
運
営
委
員
会
「
物
資
選
定

部
会
」
お
よ
び
学
校
給
食
運
営
委
員

会
の
公
開
の
お
知
ら
せ

固定資産税・都市計画税
　　　　　　　　【第４期】
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　【第８期】

納付は期限内に！
納期限… 2月28日

今月の納期

桶川市長

　去る１月８日、「平成30年桶川市成人式典」が市民ホールで開
催されました。この式典は、新成人の皆さんで組織する「桶川市成
人式典実行委員会」で企画・運営されており、今回は『翔～新たな
未来へ繋ぐ一歩～』というテーマで、「今、人生の大きな節目とし
て幼かった自分から羽ばたこう」という意味が込められているとの
ことです。今年の式典は、和やかで厳粛なうちに開催され、開式前
のアトラクションでは、小・中学校時代の学校行事や学校生活の様
子を映した「思い出のスライド上映」が行われた後、ダンスサーク
ル「桶川ＣＨＥＥＲ　ＤＡＮＣＥ　ＴＥＡＭ　ＰＩＮＫ　ＤＩＡＭＯＮＤＳ」の子ど
も達によるダ
ンスが披露さ
れました。幼
稚園児クラス
から小学生ク
ラスまでの、
それぞれのク
ラスの子ども達が、無邪気な笑顔で一生懸命元気に踊る姿は、会場
を感動と和で包み、新成人の心に響く最高のエールとなりました。
　私が成人式を迎えた30年前当時の市内の新成人の数は1,166名
で、成人式典も、地域ごとにそれぞれ小学校の体育館等で開催され
ておりました。
　今年の市内の新成人は728名で、少子化時代を実感するととも
に、桶川の未来の「希望」であり、「宝」である新成人の皆様に
は、夢や目標に向かって、あきらめず前向きに努力し続け、それぞ
れの、素晴らしい未来を切り開いていってほしいと願う一日でした。

▲ピンクダイヤモンズの子ども達によるダンス披露

市長元気通信

動 報 告
かつ

どう ほう こく

vol．47

池田 富至さん

秋山 節子さん

加藤 正志さん

放課後児童クラブ嘱託支援員
（放課後児童支援員）を募集します

勤務日▶４月１日から
試験日▶随時（応相談）
試験会場▶保健センター
試験方法▶作文および面接
募集人員▶若干名
申込資格▶昭和 34 年４月２日以降に生まれた人
申込受付▶随時受け付けています。
※詳しくは、保育課へ問い合わせてください。

詳しくは 蜊保育課

　蔵書の点検など、館内特別整理を行いますので、
次の期間、駅西口図書館を休館します。
　期間▶ 2 月20日㈫～23日㈮

※川田谷分室は開館しています（開館時
間：午前 9時30分～午後 4時30分）。

　なお、本などの返却は、ブックポストを利用して
ください（CDを除く）。

詳しくは 蜊駅西口図書館☎７８６－６３５３

　蔵書の点検および市立図書館のリニューアルオー
プンの準備のため、次の期間、川田谷分室を休館し
ます。
　期間▶ 3 月12日㈪～26日㈪

※駅西口図書館は開館しています（開館時
間：午前10時～午後 9時）。

　なお、本などの返却は、ブックポストを利用して
ください（CDを除く）。

詳しくは 蜊市立図書館☎７７１－０３０３

駅西口図書館　休館のお知らせ

川田谷分室　休館のお知らせ

67 2018.２ 2018. ２



報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

と
き
▼
３
月
11
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302
・
303

　

受
験
資
格
▼
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
20

歳
以
上
の
人
で
①
埼
玉
県
ま
た
は
市
で
行

う
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
を
修
了
し
た

人
②
手
話
通
訳
活
動
を
１
年
以
上
経
過
し

て
い
る
人
、
若
し
く
は
そ
れ
と
同
等
の
手

話
技
術
を
有
す
る
人

　

試
験
内
容
▼
筆
記
、
読
み
取
り
（
筆
記
、

口
頭
）
、
手
話
表
現
、
面
接

※
県
登
録
試
験
、
全
国
統
一
試
験
、
手
話

通
訳
士
試
験
の
い
ず
れ
か
の
合
格
者
は
面

接
試
験
の
み
と
し
ま
す
。

　

申
込
み
▼
２
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮
≪
必

着
≫
郵
送
可
能
。
※
認
定
試
験
申
込
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
障
害
福
祉
課

　

１
月
１
日
付
け
で
、
新
た
に
３
人
が
厚

生
労
働
大
臣
と
県
知
事
か
ら
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
、
一
定

の
区
域
を
担
当
し
、
区
域
内
を
常
に
把
握

し
な
が
ら
地
域
で
の
援
助
を
必
要
と
す
る

人
の
相
談
や
援
助
な
ど
の
福
祉
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提

供
や
関
係
諸
機
関
・
施
設
な
ど
へ
連
絡
・

調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
社
会
福
祉
課

　

介
護
、
健
康
、
福
祉
な
ど
の
高
齢
者
の

暮
ら
し
に
関
わ
る
相
談
や
問
題
に
対
応
す

る
総
合
相
談
機
関
と
し
て
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
４
か
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

公
正
・
中
立
性
を
確
保
し
、
適
切
か
つ
円

滑
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

医
師
、
民
生
委
員
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
８
人
の
委
員
に

よ
る
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
運
営
協
議
会

の
業
務
内
容
は
、
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
運

営
、
職
員
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の

審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
任
期

満
了
に
よ
る
次
期
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
委
員
▼
①
介
護
保
険
第
１
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
）
１
人
②
介
護
保
険
第

２
号
被
保
険
者
（
40
～
64
歳
）
１
人

　

任
期
▼
５
月
か
ら
３
年
間

　

開
催
頻
度
▼
年
３
回
程
度
※
報
酬
お
よ

び
費
用
弁
償
を
支
給
し
ま
す
。

　

申
込
み
▼
２
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
応
募

動
機
を
400
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
（
〒
363
―
8501
住
所
記
入
不
要
）

ま
た
は
直
接
、
高
齢
介
護
課
へ
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

　
詳
し
く
は
蜊
高
齢
介
護
課

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用できます。専門職に相談したり、
入所している皆さんと体操や音楽レクリエーションをとおして触れ合いませんか。
認知症への理解を深めていただくことにより、誰もが住みよい桶川市を目指しています。

今月のおれんじカフェ

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東１－36－３  ☎729－1616 2 月14日㈬ 無料13：30～15：00
愛の家グループホーム桶川
朝日２－10－15  ☎778－6603 2 月21日㈬ 無料13：30～15：00
桶川ケアセンターそよ風
上日出谷1245－２  ☎789－3130 2 月16日㈮ 無料13：30～15：00
ねむのき
川田谷5830－１  ☎787－0311 2 月 4 日㈰、 3 月 4 日㈰ 100円９：30～12：00

無料花ノ木の郷
加納1824－１  ☎729－2222 2 月11日㈰ 10：00～11：30

100円クイーンズビラ桶川
坂田845－１  ☎728－8887 2 月17日㈯ 13：30～15：00

※事前の連絡は不要
　です。直接お越し
　ください。

詳しくは
高齢介護課

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～㉚

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
～ 住民主体の生活支援サービスについて ～ 詳しくは 高齢介護課

【住民主体の生活支援とは何？】
　市では平成29年4月から、新しい介護予防・生活支援サービス事業を始めました。これまでの全国一律の基準に基
づいた介護保険事業所などの専門職が提供するサービスだけでなく、市町村独自の基準を定めることで、NPO、ボラン
ティア、地縁団体などの多様な主体も、支援が必要な高齢者などに対して日常生活の支援が可
能となりました。
　市では現在、これまでの国の基準相当のサービス（訪問・通所）と市町村独自に基準を緩和し、
指定された事業所が行うサービス（訪問・通所）を始めています。それに加え、次の住民主
体の生活支援サービスについては、創設に向けて準備を進めています。
【住民主体の生活支援の内容は？】

【支援を受けることができる人はどんな人？】
　要支援1、要支援2の認定または65歳以上の人で、25項目の基本チェックリストによって、日常生活に支援が
必要と認められた人です。

新
た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

市
登
録
手
話
通
訳
者
認
定
試
験

の
お
知
ら
せ

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

平成28年
11月末

平成29年
11月末

同じ道　天気と時間で　違う道

対前年
同月比

△36件

０人

△45人

（毎年１月からの累計）

件 数

死 者 数

負傷者数

268件

１人

322人

232件

１人

277人

　求職中の人・転職を考えている人などを対象に、求職活動に専念できるよう家賃の支援を行って
います。原則３か月間（延長有・家賃上限額有）の家賃を支援しますので、希望する人は、社会福
祉課へ問い合わせてください。
　また、経済的に苦しい・仕事がなかなか決まらないなど、生活上の困りごとに対しても相談にの
っています。ひとりで悩まず、気軽に来所・電話で相談してください。

求職中で家賃の支払いにお困りではないですか
詳しくは 蜊社会福祉課

相談
無料

日時▶ 2 月17日㈯
　　　10時～15時30分
場所▶仮設庁舎 1 階
　　　社会福祉課窓口

特別相談会を実施します

※予約不要です。時間内にお越し
　ください。

　以下に当てはまるときは、気軽に相
談してください。
□ （求職中で）家賃の支払いに困って
　 いる。
□ 仕事に就くが長く続かない。
□ 生活が苦しい。
□ 悩みが多くて、どこから手をつけれ
　 ばいいかわからない。　など

種類名称 基準 支援の内容 支援できる団体

訪問型
サービスB 個人情報保護などの最低限の

基準を定めて提供する、住民
主体による生活支援サービス

例）ごみ出しや掃除、庭の手入れな
どの町内の困りごと支援など NPO、ボランティア、地縁

団体などの住民主体の団体通所型
サービスB

例）地域の歩いて通える範囲で行う
通いの場（高齢者サロンなど）

担 当 地 区
氏　　名
電　　話

大之地・倉田・西窪・
サン団地・県営団地

神谷江美子

728-6667

西一丁目
白子　照子

771-1155

鴨川一丁目
９・10 番

井垣　恭子

786-9636

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
２
月
号
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

「
べ
に
ば
な
ふ
る
さ
と
館
開
館
年
月
」

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

㊣
平
成
12
年
７
月
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報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

県
内
市
町
村
で
『
ま
ち
』
の
魅
力
発
信

に
取
り
組
む
職
員
に
よ
る
仕
事
紹
介
や
ト

ー
ク
な
ど
、
現
役
職
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
公
務
員
を
目
指
し
て

い
る
人
、
民
間
企
業
と
公
務
員
で
迷
っ
て

い
る
人
な
ど
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

と
き
▼
２
月
14
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時

（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ

浦
和
駅
西
口
徒
歩
６
分
）

　

内
容
▼
第
１
部
：
「
市
町
村
の
仕
事
紹

介
～
『
ま
ち
』
の
魅
力
を
伝
え
た
い
！

～
」
、
第
２
部
：
「
市
町
村
職
員
に
よ
る

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
～
50
分
間
ホ
ン
ネ
ト
ー
ー

ー
ク
！
～
」
、
第
３
部
：
「
個
別
相
談
～

あ
な
た
の
未
来
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
～
」

　

定
員
▼
１
，
３
０
０
人
【
先
着
順
】

　

申
込
み
▼
不
要
（
参
加
無
料
）

　

問
合
せ
蜊
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り

広
域
連
合
☎
664
―
６
６
８
１

　

資
格
▼
平
成
12
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
（
18
歳
以
上
の
人
）

　

勤
務
場
所
▼
市
役
所
庁
舎
内
な
ど

　

勤
務
内
容
▼
一
般
事
務
の
補
助
業
務

　

勤
務
日
▼
原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

　

賃
金
▼
時
給
880
円（
平
成
29
年
度
実
績
）

　

登
録
有
効
期
限
▼
４
月
１
日
～
平
成
32

年
３
月
31
日
の
２
年
間

　

申
込
み
▼
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
職

員
課
（
分
庁
舎
内
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
随
時
受
付

　

詳
し
く
は
蜊
職
員
課

　

内
容
▼
「
趣
味
の
つ
ど
い
」
受
講
生
に

よ
る
作
品
（
絵
手
紙
、
ペ
ン
習
字
、
折
紙
）

の
展
示

　

と
き
▼
２
月
22
日
㈭
～
３
月
１
日
㈭
の

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
２
月
22
日
㈭
は
正
午
か
ら
で
、
３
月
１

日
㈭
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

　

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

　

問
合
せ
蜊
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
728
―

１
１
２
２

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事
（
130
万
円

以
下
）
の
契
約
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
今
回
の
受
付
は
臨
時
登
録
で
す

の
で
、
登
録
済
み
の
場
合
、
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

受
付
期
間
▼
２
月
20
日
㈫
～
28
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　

受
付
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

　

受
付
場
所
▼
契
約
管
財
課

　

有
効
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日

　

対
象
▼
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
法
人
ま
た
は
市
内
に
主
た
る
事
業
所
お

よ
び
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、
小
規
模
工

事
の
契
約
を
希
望
す
る
人
（
桶
川
市
建
設

工
事
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
な
い
人
）

　

提
出
書
類
▼
提
出
要
領
を
参
照

※
提
出
要
領
、
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
契
約
管
財
課

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
活
動
の
場
と
し
て
、
桶
川
中
学
校
運

動
場
の
夜
間
照
明
設
備
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
要
登
録

　

対
象
▼
市
内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
す

る
人
で
構
成
さ
れ
た
10
人
以
上
の
責
任
者

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

団
体

　

利
用
期
間
▼
毎
年
１
月
８
日
～
12
月
27
日

　

利
用
時
間
▼
午
後
７
時
～
９
時
※
11
月

～
２
月
の
冬
季
期
間
は
午
後
６
時
30
分
～

９
時
の
う
ち
２
時
間

　

料
金
▼
全
灯
５
，
０
０
０
円
（
軟
式
野

球
）
、
半
灯
３
，
０
０
０
円
（
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
）

※
２
時
間
使
用
の
料
金

　

登
録
手
続
き
▼
平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
直
接
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ
。
在
勤
者
は
、
市
内
事
業
所
が

確
認
で
き
る
も
の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
申
請
▼
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
☎
787
―

５
１
１
１（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
30
分
）

　

詳
し
く
は
蜊
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

介護者のつどい介護者のつどい
地域包括支援センター主催で、介護に関する情報交換の場として、介護者のつどいを開催します。

社協介護者の
つどい

と　き 2 月21日㈬13:30～15:00 ところ 地域福祉活動センター

内 容 日頃、介護をしている人がほっと一息つけるような場所になればと考えています。
介護をしている中での疑問や悩みなどを話し合いませんか。

問合せ 地域包括支援センター「社会福祉協議会」（末広 2－ 8－ 8）☎728－2265

介護者のつどい
「繭の会」

と　き 3 月10日㈯13:30～15:00 ところ 農業センター

内 容 介護者の交流、情報交換などを行っています。
お茶を飲みながら何でも語り合える場所です。どなたでも参加できます。

問合せ 地域包括支援センター「ねむのき」（川田谷5830－ 1 ）☎783－5311

介護者のつどい
「みちくさ」

と　き 2 月16日㈮13:30～15:00 ところ 中山道ふれあい館（南 1－ 8－ 4）

内 容

問合せ 地域包括支援センター「ハートランド」（坂田1725）☎777－7055

「ちょっとふれあい館に立ち寄ってみませんか」
介護について興味のある人、困っている人、知りたい人、介護を体験した人など、情報交
換をし、介護についての話の輪を広げていきましょう。皆様の参加をお待ちしています。
なお、飲み物は各自で用意してください。

桶
川
中
学
校
運
動
場
夜
間
照
明

設
備
利
用
の
ご
案
内

埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
採
用
情

報
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８

市
臨
時
職
員
登
録
者
を
募
集
し

ま
す

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
趣
味
の
つ
ど
い
講
座
作
品
展
」

を
開
催
し
ま
す

「
小
規
模
工
事
契
約
希
望
者
登
録

制
度
」
契
約
希
望
者
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
（
臨
時
登
録
）

　２月18日㈰、老人福祉セ
ンターは、事業（ふれあい
将棋大会）のため、臨時休
館となります。
　問合せ 蜊老人福祉センタ
ー☎728－１１２２

老人福祉センター
臨時休館のお知らせ

勤務内容▶文化財発掘調査員
募集人員▶１人　任期▶３年
申込受付▶２月９日㈮まで
そ の 他▶詳細は、受験案内をご覧
ください。受験案内は、市役所仮設
庁舎（総合案内）・分庁舎（職員課）
で配布します。また、ホームページ
からもダウンロードできます。

市職員（一般任期付職員）
を募集します

詳しくは 蜊職員課

　市内の農業者が農業者以外の人に野菜作りなどの
農作業経験の場（農園）を提供し、土に接する機会
および農業に対する理解と親しみを深めていただく
ために作られた制度です。
　なお、この貸農園は、野菜類栽培以外の目的には、
利用できません。※植木禁止
募集農園▶既利用者の契約未更新により生じた空き
区画
空き区画情報▶27 区画

利用期間▶２月８日～平成３１年１月３１日
申 込 み▶２月８日㈭午前９時～正午
　　　　　印鑑と利用料金を持参のうえ、直接、
　　　　　さいたま農協桶川支店へ。【先着順】
※利用料金は区画により異なる場合があります。
※新規受付に限り一家族１区画でお願いします。
問合せ 蜊さいたま農協 桶川支店☎787－1174

市民貸農園

所在地
坂 田 地 区
末 広 地 区
上日出谷地区
川田 谷 地 区
下日出谷地区

募集数
15区画
4 区画
6 区画
1 区画
1 区画

１区画料金
5,000円～7,000円

6,000円
3,000円
3,000円
6,000円

新規入園申込受付

☆自衛官などを募集します☆
募集種目 受付期間 応募資格 試験予定日

幹　部
候補生

一般 ３月１日㈭～
５月１日㈫
≪必着≫

【大卒程度試験】
22歳以上26歳未満の人(20歳以上22歳未満の人は大卒（見
込含）、修士課程修了者など（見込含)は28歳未満）

★１次試験
5月12日㈯・13日㈰
※13日㈰は、飛行要員のみ。
★２次試験有【院卒程度試験】

修士課程修了者など（見込含）で、20歳以上28歳未満の人
歯科・　　　
薬剤科

専門の大卒（見込含）、20歳以上30歳未満の人（薬剤は
20歳以上28歳未満の人）

★１次試験　 5月12日㈯
★２次試験有

予備自
衛官補

一般
４月６日㈮まで
≪必着≫

18歳以上34歳未満
４月14日㈯～18日㈬の指定
された１日技能

18歳以上で国家免許資格などを有する人
※資格により53歳未満～55歳未満の人、国家免許資格な
どについては問い合わせてください。

※応募資格（幹部候補生試験）の年齢は平成31年４月１日現在
問合せ 蜊自衛隊さいたま地域事務所☎651－2420
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Ｏ
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情
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ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
）
、
傷

病
者
管
理
法
、
外
傷
の
応
急
手
当
、
搬
送

法
、
実
技
・
筆
記
試
験

※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

　

と
き
▼
３
月
11
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
午
前
８
時
45
分
受
付
開
始
）

　

と
こ
ろ
▼
北
本
消
防
署
北
本
東
分
署
２

階
会
議
室
（
北
本
市
宮
内
７
―
240
）

　

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

　

定
員
▼
15
人
【
申
込
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
受
講
者
は
、
消
防
本
部
発
行
の
受
講

証
明
書
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面

提
示
で
も
可
）

　

そ
の
他
▼
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
受
講

時
間
が
開
始
よ
り
１
時
間
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
２
月
15
日
㈭
～
３

月
４
日
㈰
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
北
本

消
防
署
（
住
所
：
北
本
市
緑
３
―
396
、
☎

048
―
592
―
5
0
0
5
）
ま
た
は
北
本
東
分

署
（
住
所
：
北
本
市
宮
内
７
―
240
、
☎
048

―
593
―
0
1
1
9
）
へ
。

上
級
救
命
講
習

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

シリーズ 旧桶川飛行学校⑭ ～便所棟の復原整備～
　今回は便所棟の復原整備要旨についてご紹介をします。この建物は旧飛行学校敷地の最北端に位置し、昭和12年

（1937）当初は間口10ｍ・奥行4ｍの建物規模で、南側に7人用の小便場と2室の便房、一方、対面の北側には8室の便房が
備わる平面形態でした。また、この便所に付帯する形で西側には被服倉庫（推定）が備わっていました。その後、昭和18年

（1943）の桶川教育隊への組織変更に伴って東側の出が1ｍほど延ばされ、便房を南北に1箇所ずつ増築していたことも
判明しました。恐らく、寄宿学生が72名から90名に増えたことによる対応であったものと考えらます。また、被服倉庫は戦後、
西側屋外洗面場側に2ｍほど拡張し、畳敷き居室に改修されたことも判りました。な
お、この建物のみ小屋組構造が他で見られる洋小屋（トラス構造）ではなく、和国
古来よりの和小屋となっています。
　今回の復原整備ではこのような後補付加物を全て取り払い、内・外観ともに昭和
18年の旧規形状に復することを主要骨子としていますが、便所本体は昭和18年
当時のままの姿であることから復原項目はありませんが、西側被服倉庫を旧規形
状に復原整備すると共に、これに隣接する屋外洗面場の復原整備が対象となりま
す。なお、屋外洗面場は幸いにも、往時の状況を知る手掛かりの古写真が存在す
るため、それに添ったかたちでの復原整備が可能となってきます。
　便所棟の破損状況はとても酷く、柱や土台などの主要構造が著しく腐朽する箇
所も多々有り、倒壊寸前の状況でした。今回の復原整備によって、飛行学校建物
群は大規模地震に遭遇しても倒壊することなく、人命に影響を及ぼすことのない安
全な建物に変わります。

ものつくり大学横山研究室

解体前の便所棟外観写真

復原整備予定の便所棟外観パース

べんぼう

こ　 や  ぐみ

こう　ほ　ふ　か  ぶつ

　市では、先の戦争を振り返り、平和への願いを次の世
代に伝えていくことを目的に、昭和57年から、毎年８月
６日～15日の期間を「平和を考える10日間」として、平
和をテーマにした、さまざまな事業を行っています。
　この「平和へのメッセージ」は、戦争を実体験として
聞く機会が年々少なくなり、今後は、戦争を知らない世
代が中心となり、平和の大切さを語り継いでいかなけれ
ばという思いから、戦後70年の節目に市民と市の協働と
いう形で始まった事業です。
　会場にあたたかな平和へのメッセージを届けてくださ
る多くの市民団体の参加をお待ちしています。

【事業について】
　対　象▶市内で活動する市民団体
　と　き▶８月６日～12日（予定）
　ところ▶ＯＫＥＧＡＷＡｈｏｎプラス+（おけがわマ

イン３階）
　内　容▶平和に関する展示、朗読・合唱・楽器演奏など

※ステージは１コマ１時間程度
　申込み▶２月１日㈭～３月20日㈫（土・日・祝日を除

く）午前８時30分～午後５時15分に、電話ま
たは直接、自治文化課へ。

※「実行委員」または「出演のみ」と希望をお
伝えください。

※「実行委員」には、出演のほか、企画、運営
に携わっていただくため、月１回程度の実行
委員会に参加していただく予定です。

【第１回実行委員会の開催について】
　と　き▶３月27日㈫午後１時30分
　ところ▶市役所分庁舎会議室１

　市のプラスチックごみを選別している市外の工場で、
ごみの未分別による「ぼや」が複数回発生しました。原
因はプラスチックごみ袋の中に電池の入った製品が混入
していたため、選別ライン機械との接触により火花が発
生し、プラスチック類に引火しました。火は初期段階で
消火されたため大きな事故に繋がりませんでしたが、も
し火災が発生すると、そこで働く人の安心安全を脅かす
とともに地域の方々にもご迷惑をおかけすることにな
り、さらには工場の閉鎖により市のプラスチックごみ処
理に支障が出ることもあります。

★排出者の皆様には、分別の徹底にご協力をお願いします。

【原因となるものの例】
○プラスチック製のおもちゃ類などに入っている電池
○未分別による電池やライターなどの混入

  環境センターからのお願い 
１　プラスチックごみは、プラスチックのみでできてい

る製品（ペットボトル、プラスチック容器、CD ケー
スなど）です。

２　電池を使用するプラスチック製品は、電池を外して
それぞれを「金属・ガラス・乾電池」で出してください。

３　電池が外れない製品は、「その他ごみ」で出してく
ださい。

詳しくは 蜊リサイクル推進課

詳しくは 蜊自治文化課

「平和へのメッセージ実行委員」および「出演団体」を募集します

～未分別のプラスチックごみが原因で「ぼや」が発生しました～
「電池がついたまま」のおもちゃなどの排出にご注意ください！「電池がついたまま」のおもちゃなどの排出にご注意ください！

▲旧陸軍飛行学校を語り継ぐ会による「特攻隊先導の手記」
　（朗読は庄野輝子さん）

旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場跡地整備管理基金への寄附
ありがとうございます

詳しくは 蜊道の駅・飛行学校跡地整備課

平成28年度に建物の解体調査を実施したため、現在は建物の公開を中断しています。

　川田谷にある旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場は、昭和12年に設置された飛行学校施設で、建物は
市の有形文化財に指定されています。市では現在、この分教場の整備事業を実施しています。市
は、本整備事業に賛同いただける方々からの寄附金を受け付けており、平成29年12月31日現在の寄
附件数は185件、金額は10,808,864円となっています。
　前回の広報掲載（平成29年８月号）以降、寄附をいただいた方についてお知らせします（受付順）。
　多くの方々からご寄附をいただきましてありがとうございました。今後もご理解、ご協力をよろ
しくお願いします。

 個  人 （受付順）
　　白岩　智　　様　　　加藤　三郎　様　　　加藤　光夫　様　　　小髙　由紀識　様
　　奥山　英紀　様　　　小西　倫之　様　　　関根　武夫　様　　　鈴木　拓雄　様
　　その他、氏名公表不可　８人

 団  体
　　脇防災株式会社　様
　　
　※同日現在で入金が確認でき、氏名（名称）公表可の場合のみ掲載しています。
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内
容
▼
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災

者
な
ど
を
対
象
に
、
法
律
、
生
活
、
こ
こ

ろ
の
健
康
な
ど
総
合
的
な
問
題
に
対
応
し

た
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
弁
護
士
、
司

法
書
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
が
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

と
き
▼
３
月
８
日
㈭
午
後
３
時
～
７
時

　

と
こ
ろ
▼
大
宮
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
５

階　

集
会
室
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
大
宮
ビ
ル
）

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
【
事
前
予
約
制
】

電
話
（
782
―
４
６
７
５
）
で
、
東
日
本
大

震
災
被
災
者
等
向
け
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の

総
合
相
談
会
事
務
局
へ
。

　

振
り
込
め
詐
欺
を
疑
う
不
審
な
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
と
い
う
通
報
が
毎
日
、
上

尾
警
察
署
に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
最

近
で
は
警
察
官
や
金
融
機
関
職
員
、
大
手

百
貨
店
従
業
員
を
騙
り
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
騙
し
取
る
手
口
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

防
犯
機
能
付
電
話
機
は
、
知
ら
な
い
人

か
ら
の
着
信
を
拒
否
し
た
り
、
コ
ー
ル
す

る
前
に
相
手
方
に
事
前
警
告
を
す
る
な
ど

迷
惑
電
話
に
も
効
果
的
で
す
。

　

家
族
が
振
り
込
め
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
自
宅
や
実
家
の
固
定
電
話
機
を

防
犯
機
能
付
電
話
機
に
買
い
替
え
る
こ
と

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
蜊
上
尾
警
察
署
☎
773
―
０
１
１

０
　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
に
、
次
の
対
策
を
実
践
し
ま
し

ょ
う
。

○
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

○
放
火
を
防
ぐ
た
め
の
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
家
の
周
り
に
可
燃
物
と
な
る
も
の
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
、
ご
み
は
指
定
さ
れ

た
日
の
朝
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
蜊
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部　

予
防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

電
話
詐
欺
被
害
多
発
～
防
犯
機

能
付
電
話
機
に
買
い
替
え
を
～

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す　
３
／
１
㈭
～
７
㈬

「
東
日
本
大
震
災
被
災
者
等
向
け

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
総
合
相
談

会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問合せ

法律相談（予約制）弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚、相続などの
法律全般についての相談

2日㈮・9日㈮・23日㈮
14：00 〜 17：00
17日㈯ ９：00 〜 12：00
3月2日㈮・9日㈮・23日㈮・30
日㈮ ９：00 〜 12：00
17日㈯ ９：00 〜 12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

8日㈭　※次回は 3月 8日㈭
13：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室

行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容
証明、会社設立などの手続きの相談

1日㈭　※次回は 3月 1日㈭
13：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室

不動産相談（予約制） 宅 地 建 物
取引主任者 不動産の売買、賃貸借契約などの相談 28日㈬

13：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震
などの相談

17日㈯
９：00 ～ 12：00

仮設庁舎会議室 201
電話でも可　☎ 786-3211

行 政 相 談 行政相談
委　　員

国や県、公団・公社等への要望や苦情に
ついての相談

9日㈮　※次回は 3月 9日㈮
10：00 ～ 12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職　　員

消費者金融等からの借金返済などに困っ
ている人の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通☎ 786-3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困ってい
ることについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 5日㈪・26日㈪

10：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめな
どの日常生活でお困りのことの相談

13日㈫
９：00 ～ 12：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 内 職
相 談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
勤労福祉会館
直通☎773-1121（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全
般についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎 2階
電話でも可　☎786-3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚
園・学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00 ～ 16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可　直通☎777-7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調整

して決定
児童発達支援センター
分室☎787-5562

児童発達支援
センター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みご
と相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：15 ～ 16：30

桶川市教育センター
直通☎786-3237 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00 ～ 15：00

地域福祉活動センター
直通☎72８-２３６９ 社会福祉協議会

2 月 ●桶川市役所・桶川市教育委員会／☎786-3211(代表)  薨786-9866
●社会福祉協議会／☎728-2221  薨728-2313

142018. ２


